
卜，
軒

‐‐

ｒ端

は
じ
め
に

上
回

・
橋
本

（
一
九

一
二Ｃ

に
よ
れ
ば

「寛
永
か
ら
延
宝
に
至
る
五
六
十
年
の
間
に
、
新
に
出
版
せ
ら
れ
た
節
用
集
」
が
、
本
文
系
統

の
同
不
同
を
判
断
す
る
指
標
で
あ
る

「所
収
の
語
の
順
序
ま
で
、
慶
長
十
六
年
本
に
は

一
致
せ
ず
し
て
、
草
書
本
の
特
徴
を
具
へ
て
居
る
」

（第
六
章
）
と
い
う
。
し
か
し
、
寿
閑
本
か
ら
慶
長

一
六
年
本
が
派
生
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
な
ど

（高
梨
信
博

一
九
八
四
二

九
九
二
、

佐
藤
二
①
Ｏ
八
）、
こ
の
系
統
も
軽
視
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
草
書
本
も
寿
閑
本
も
易
林
本
を
祖
と
す
る
の
で
、
収
載
語
の
異
同
に
注
目

す
る
だ
け
な
ら
二
系
統
に
分
け
る
意
味
は
小
さ
い
。
が
、
記
述
的
研
究
で
は
、
実
際
の
諸
本
間
の
関
係
を
再
構
す
る
の
で
、
よ
り
正
確
な

系
統
の
検
討
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
草
書
本
と
寿
閑
本
の
二
系
統
を
明
確
に
分
か
っ
た
う
え
で
、
近
世
初
期
諸
本
を
位
置
づ

け
る
試
み
を
し
て
み
た
い
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
本
稿
で
は

『節
用
集
』
寛
永
六
年
刊
本
類
と
し
た
次
の
諸
本
を
検
討
す
る
。

『節
用
集
』
寛
永
六
年
刊
本
　
　
　
　
中
野
市
右
衛
門
開
版
　
一
一巻
本
　
一
面
五
行
　
東
京
女
子
大
学
蔵

『節
用
集
』
寛
永

一
二
年
刊
本
　
　
　
中
野
市
右
衛
門
開
版
　
一二
巻
本
　
一
面
五
行
　
亀
田
文
庫

・
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵

『節
用
集
』
寛
永
年
間
刊
本

（零
本
）

開
版
者
不
詳
　
　
　
　
四
巻
か
　

一
面
六
行
　
亀
田
文
庫
蔵

こ
れ
ら
は
、
美
濃
判
縦
本

・
真
草
二
行
体

・
平
仮
名
付
訓
な
ど
近
世
節
用
集
の
典
型
を
そ
な
え
る
が
、
そ
の
本
文
は
寿
閑
本
系
の
慶
長

一
六
年
本
を
基
調
と
し
た
う
え
で
、
草
書
本
系
の
横
本
な
ど
か
ら
の
摂
取
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
義
は
、
寿
閑
本
系
の
存

在
を
補
強
し
つ
つ
、
草
書
本
系
と
の
交
雑
を
証
す
る
も
の
と
な
る
。
本
稿
で
は
そ
う
し
た
こ
と
の
具
体
相
を
か
い
ま
み
よ
う
と
思
う
。

本
稿
に
か
か
わ
る
先
行
論
文
に
柏
原
司
郎

（
一
九
七
七
）
が
あ
る
。
寛
永

一
二
年
本

・
寛
永
年
間
本
は
じ
め
、
寛
永
期
節
用
集
に
お
け

る
収
載
語

・
配
列
順

・
表
記
を
中
心
に
諸
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
現
象
の
解
釈
で
は
本
稿
と

一
致
し
な
い
こ
と
が
ま
ま
あ
り
、

そ
れ
は
寛
永
六
年
本
が
未
見
で
あ
る
こ
と
や
立
脚
点
の
異
な
り
に
よ
る
。
た
と
え
ば
寛
永
六
年
本

（柏
原
で
は
未
見
の
た
め
寛
永

一
二
年
本
）

『節
用
集
』
寛
永
六
年
刊
本
類
の
本
文
系
統
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一九

satopy_2
タイプライタ

satopy_2
タイプライタ
『節用集』寛永六年刊本類の本文系統
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一
四
〇

に
つ
い
て
は
、
本
稿
は
慶
長

一
六
年
本
と
草
書
本
系
横
本
の
交
雑
と
み
る
が
、
柏
原
で
は
諸
本
の
出
現
様
態
を
主
と
し
て
派
生
に
よ
っ
て

解
釈
す
る
の
で
、
慶
長

一
六
年
本
と
寛
永

一
二
年
本
の
特
徴
を
あ
わ
せ
も
つ
祖
本
を
仮
構
し
、
そ
れ
か
ら
の
派
生
を
考
え
る
の
で
あ
る
。

未
知
の
書
を
想
定
し
た
慎
重
な
行
き
方
な
の
だ
が
、　
一
方
で
は
開
版
書
の
特
徴
を
汲
ん
で
も
よ
い
と
思
う
。
寿
閑
本
か
ら
慶
長

一
六
年
本

へ
の
派
生
で
は
透
き
写
し
な
ど
が
想
定
さ
れ

（佐
藤
二
〇
〇
八
）、
『元
亨
釈
書
』
寛
永
元
年
版
で
は
五
山
版
か
ら
の
覆
せ
彫
り
を
刊
行
者

自
身
が
告
げ
る
と
い
う

（和
国
恭
幸
二
〇
〇

こ
。
そ
の
よ
う
な
、
容
易
に
他
の
テ
キ
ス
ト
を
取
り
込
み
う
る
技
法
が
近
世
初
期
か
ら
認
め

ら
れ
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
て
、
草
書
本

・
寿
閑
本
の
二
系
統
を
特
立
し
た
記
述
的
研
究
を
試
み
た
い
の
で
あ
る
。

譜
本
概
観

寛
永
六
年
刊
本
　
本
書
は
鳥
居

・
酒
井

（
一
九
九
二Ｃ

「東
京
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
近
世
和
本
目
録
」
に
紹
介
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

亀
田
文
庫
等
の
所
蔵
す
る
寛
永

一
二
年
刊
本
と
同
版
で
あ
り
、
年
次
や
摺
り
の
状
況
か
ら
初
版
本
と
思
わ
れ
る
。
受
け
入
れ
印
に

「
昭
和

６
年
１１
月
５
日
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
常
誌
学
的
な
方
面
か
ら
も
な
ぜ
か
注
目
さ
れ
ず
、
鳥
居

・
酒

井
以
降
に
お
お
や
け
に
さ
れ
た
覚
永
版
本

・
中
野
家
本
の
Ｈ
鎌
類
で
も
記
載
さ
れ
な
い
の
が
常
態
で
あ
る
。

内
容
に
つ
い
て
、
亀
田
文
庫
蔵
寛
永

一
二
年
本
の
他
―――
次
郎
の
識
語
に

「其
本
文
が
只
其
振
仮
名
の
平
仮
名
と
な
れ
る
と
以
外
は
全
部

慶
長
本

（慶
長

王
ハ
年
本
―
―
佐
藤
注
）
と
内
容
に
於
て
同

一
な
り
と
す
」
と
あ
る
の
が
同
版
の
寛
永
六
年
本
に
も
あ
て
は
ま
る
は
ず
だ
が
、

当
た
ら
な
い
。
語
の
削
除
や
配
列
順
の
変
更
も
あ
り
、
後
半
部
で
は
特
に
草
書
本
系
横
本
の
影
響
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

辞
書
と
し
て
の
完
成
度
に
も
疑
間
が
あ
る
。
慶
長

一
六
年
本
の

一
面
四
行
構
成
を
縮
約
し
て
五
行
に
し
よ
う
と
し
た
意
図
は
分
か
る
。

が
、
字
の
中
心
線
が
そ
ろ
わ
ぬ
行
も
散
見
さ
れ
、
見
出
し
語
間
の
境
界
の
空
白
も

一
定
し
な
い
。
ほ
ぼ
皆
無
か
ら
三
年
分
に
お
よ
ぶ
も
の

な
ど
ま
ち
ま
ち
で
、
「凡
　
河
内
　
宛
恒
」
（ヲ
人
倫
）
と
す
る
も
の
ま
で
あ
り
、
語
の
切
れ
め
に
対
す
る
意
識

・
配
慮
が
浅
い
。
語
の
重

軍

題

町

悪

選

題

橿

揺

督

毬

＆

ほ

重

電

唇

出

起

緩

将

出
も
多
く
、
全
育
辞

「晴
敷
」
の
よ
う
に
同

一
行
に
連
続
す
る
例
す
ら
あ
る
。
付
訓
の
誤
脱
は
少
な
め
だ
が
、
濁
点
の
欠
落
は
多
い
。
同

字
符
の
使
用
原
則
も

一
定
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
本
文
後
半
で
は
割
行
表
示
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
文
系

統
は
と
も
か
く
、
寿
閑
本

・
慶
長

一
六
年
本
の
整
備
さ
れ
た
姿
か
ら
は
想
像
し
づ
ら
い
不
備
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
ま
れ
寛
永
六
年
本
が
現
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
こ
れ
ま
で
は
寛
永

一
二
年
本
に
よ
る
ほ
か
な
く
、
そ
の
本
文
系
統
を
考
え
る
の
に

寛
永
七
年
刊
本
や

『二
体
節
用
集
』
寛
永
九
年
刊
本
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ
ら
は
今
後
は

一
応
考
慮
か
ら
外
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
り
、
極
端
な
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
諸
本
が
爽
雑
物
と
し
て
排
除
さ
れ
る
べ
き
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

寛
永

一
二
年
刊
本
　
寛
永
六
年
本
の
版
木
を
再
利
用
し
た
、
い
ゎ
ゆ
る
同
版
で
あ
る
が
、
三
巻
構
成
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、　
〓

一年
本
の
中

・
下
巻
は
、
六
年
本
の
上
巻
六
五
丁

・
下
巻
三
二
丁
以
下
を
あ
て
る
。
丁
表

一
行
め
に

「曽

（幾
）

節
用
集

巻
中

（下
こ

と
陰
刻
す
る
が
、
こ
の

一
行
を
捻
出
す
る
た
め
に
語

・
注
を
削
除
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
丁
表
だ
け
で
調
整
を
済
ま
せ
て

お
り
、
丁
裏
以
降
は
元
の
ま
ま
で
あ
る
。
な
お
、
柱
題
は

「節
用
集
中

（下
と

と
し
、
丁
付
け
も

一
か
ら
に
改
め
て
い
る
。

六
年
本
の
上

・
下
巻
の
境
界
は

一
二
年
本
の
中
巻
に
解
消
さ
れ
た
。
ま
ず
六
年
本
上
巻
末
丁
表
の
五
〇
語
ほ
ど
と
、
丁
裏
の
イ
ロ
ハ
・

門
名

一
覧

（陰
刻
）
を
廃
す
純
。
六
年
本
下
巻
初
丁
の

一
行
め
に

「
屋
　
節
用
集
巻
下
」
、
二
行
め
以
降
に
ヤ
部
乾
坤
門
が
く
る
が
、
こ

の
二
行
を

一
二
年
本
で
は
埋
め
木
し
、　
一
行
め
に
六
年
本
上
巻
末
丁
表
か
ら

「群
役

・
覆

・
雀

・
繰

・
件

・
配

・
絡

・
飯

・
推

・
苦

・
屑
」

を
拾
い
、
二
行
め
の

「
―

（夜
）
中

・
―

（夜
と

を
削
除
し
て
部
名
表
示
を
移
し
、
ヤ
乾
坤
の
話
語
を
続
け
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
半
丁
四
面
分
の
改
修
に
す
ぎ
な
い
が
、
な
ぜ
二
巻
本
の
ま
ま
で
は
い
け
な
か
っ
た
の
か
と
の
疑
間
も
あ
る
。
気
ま
ぐ
れ
に
三
巻

に
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
あ

っ
た
も
の
と
、
当
時
の
節
用
集
界
で
の
動
き
を
察
知
す
べ
き
事
例
か
も
し
れ
な

い
。
横
本

『二
体
節
用
集
』
が
三
巻
で
あ
っ
て
、
元
和

・
寛
永
期
に
開
版

・
再
版
さ
れ
て
盛
行
を
み
た
た
め
、
真
草
二
行
体
の
節
用
集
は

三
巻
構
成
を
と
る
と
い
う
通
念
が
醸
成
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
余
波
は
寛
永

一
五
年
以
降
た
び
た
び
刊
行
さ
れ
る

『真
草
二
行

節
用
集
』
や
頭
書
増
補
本
に
も
及
が
ほ
ど
の
根
強
い
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
寛
永

一
二
年
本
と
し
て
再
版
す
る

一
四

一

『節
用
集
』
寛
永
六
年
刊
本
類
の
本
文
系
統



近

代

語

研

究

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
四
二

（２
）

さ
い
に
も
三
巻
構
成
を
と
ら
ず
に
は
済
ま
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

寛
永
年
間
本
　
イ
～
力
部
し
か
残
ら
な
い
の
は
残
念
で
、
せ
め
て
寛
永

一
二
年
本
で
中
巻
に
配
さ
れ
た
ソ
部
ま
で
あ
れ
ば
、
そ
の
原
拠

を
寛
永
六
年
本
か

一
二
年
本
か
に
特
定
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
亀
田
次
郎
の
識
語
に
は

「寛
永
年
間
而
も
十
年
以
前
の
出
板
と
お
も
は

る
又
其
巻
数
も
内
容
及
小
日
書
入
よ
り
考
ふ
る
に
乾
坤
二
巻
四
冊
な
り
し
が
如
し
」
と
あ
る
。
寛
永

一
〇
年
以
前
の
刊
行
と
す
る
の
は
内

題
書
名
が

「節
用
集
」
と
単
称
で
あ
る
こ
と
も
あ
ず
か
ろ
う
。
な
お
、
本
書
で
は
寛
永
六
年
本
で
の
不
体
裁
を
正
そ
う
と
し
て
お
り
、
特

に
見
や
す
さ
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
真
字

（楢
書
体
）
の
大
小
が

一
行
内
で

一
定
し
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
気
に
な
ら
な
い
ほ
ど

行
草
書
の
見
栄
え
が
よ
い
。
中
心
線
は
安
定
し
、
小
さ
め
に
ま
と
ま
る
書
体
に
も
統

一
感
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
行
草
表
記
と
真
字
表
記
の

境
界
罫
を
廃
し
た
の
市
）簡
明
な
紙
面
を
印
象
づ
け
る
。
た
だ
、
境
界
罫
の
な
い
も
の
は

『真
草
二
行
節
用
集
』
慶
安
三

（
王
ハ
五
①
）
年

刊
本
か
ら
増
え
る
か
と
思
う
が
、
本
書
の
見
栄
え
の
よ
さ
も
、
実
は
寛
永
期
よ
り
も
新
し
い
時
代
の
刊
行
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
文
に
も
手
を
加
え
た
部
分
が
あ

っ
て
、相
応
に
改
編
意
欲
が
認
め
ら
れ
る
本
と
な

っ
て
い
る
。　
一
方
、
ハ
乾
坤
の

「白
駒

〔日
名
〕
―

昼
―
日
」
の

「
―
日
」
の
同
字
符
終
筆
を
寛
永
六
年
本
同
様
左
上
方
に
は
ね
る
な
ど
、
緑
尚
に
な
ぞ
る
面
も
あ
る
。
ま
た
、
書
体
の
ま
と

ま
り
と
は
別
に
、
行
中
体
の
崩
し
方
向
体
は
よ
く
似
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
関
係
の
あ
り
よ
う
が
う
か
が
わ
れ
る
。

寿
閑
本
系
の
確
認

寛
永
六
年
本
類
の
諸
本
が
寿
閑
本
の
本
文
を
引
き
つ
ぐ
こ
と
を
い
く
つ
か
の
点
か
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。

力
言
語
の
乱
丁
的
誤
刻
の
修
訂
　
易
林
本
の
言
語

（辞
）
門
で
は
二
字
語

（複
数
字
主∪

か
ら

一
字
語
へ
と
配
列
す
る
原
則
が
あ
る
が
、

力
言
語
で
は

一
丁
分
の
一
字
語

（「千
☆
」
を
含
む
）
が
、
二
字
語
の

「嘉
祝
～
按
摩
」
の
前
丁
に
配
さ
れ
る

（上
回
・
橋
本
）。
丁
付
け
は

逆
転
し
な
い
の
で
原
稿
段
階
か
ら
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
草
書
本
が
踏
襲
し
、
源
太
郎
本

・
コ
一体
節
用
集
』
・
寛
永
七
年
本

・
『真

草
二
行
節
用
集
』
等
に
引
き
つ
が
れ
た
。
と
こ
ろ
が
寿
閑
本
で
は
原
則
通
り
に
復
元
し
て
い
る
。
復
元
と
い
っ
て
も
力
言
語
内
の
こ
と
で

あ

つ
て
改
め
る
必
要
が
な
い
と
も
い
え
る
の
で
、
こ
の
改
修
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
寿
閑
本
系
の
指
標
に
な
ろ
う
。

寛
永
六
年
本
類
諸
本
は
改
修
さ
れ
た
配
列
順
を
採

っ
て
お
り
、
寿
閑
本
系
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
寛
永
年
間
本
で
は
配
列

順
の
異
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
他
の
部

・
門
で
も
見
ら
れ
る
小
異
な
の
で
特
に
異
と
す
る
必
要
は
な
い
。

ヲ
言
語
三
〇
語
の
誤
脱
　
寿
閑
本
は
、
易
林
本
か
ら
派
生
す
る
さ
い
に

「
２‐
追
様
～
５０
没
在
」
（数
年
は
易
林
本
の
Ｚ
一一塁
い
で
の
配
列
順
）

の
諸
語
を
採
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
大
量
の
語
を

一
括
し
て
採
ら
な
い
こ
と
は
他
に
な
い
の
で
寿
閑
本
の
編
集
方
針
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
以
下
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た
誤
脱
な
の
で
あ
ろ
う
。
寿
閑
本
の
上
巻
二
四
丁
裏
六
行
め
の
末
近
く
に

「
２０
１

（越
）
年
」
が
あ
る
が
、

こ
の
直
下
に
は
二
字
語

「
２‐
追
様
」
を
収
め
き
れ
な
い
た
め

一
年
語

「
５．
行
」
を
埋
め
革
と
し
て
先
行
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
一曳

次
行
行
頭

か
ら
は
本
来
の

「
２‐
追
様
」
以
下
が
配
さ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
が
、
う

っ
か
り

「
５２
後
」
以
下
を
続
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
事
故
な
ら
ば
偶
然
の

一
致
は
考
え
に
く
い
か
ら
寿
閑
本
系
の
指
標
と
し
て
ょ
い
か
と
思
う
。

こ
の
誤
脱
は
寛
永
六
年
本
類
諸
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
寛
永
年
間
本
で
は
、
当
該
三
〇
語
の
う
ち
二
七
語
が
ヲ
言
語
末

尾
に
存
す
純
。
柏
原

（
一
九
七
七
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
誤
脱
に
気
づ
い
た
編
者
が
補

っ
た
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
Ｚ
一一一塁
田末

と
い
う
位
置
も
そ
れ
を
支
持
し
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
補
充
に
際
し
て
参
照
さ
れ
た
の
は
易
林
本
か
草
書
本
系
諸
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

増
補
語
の
共
通
　
語
の
削
除

・
増
補
も
本
文
の
独
自
性
を
構
成
す
る
の
で
、
そ
の
有
無
が
本
文
系
統
の
指
標
に
な
り
う
る
。
ど
ち
ら
が

指
標
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
と
い
え
ば
増
補
で
あ
ろ
う
。
同
じ
語
が
同
じ
位
置
に
な
い
こ
と
も
指
標
に
な
り
え
よ
う
が
、
同
じ
語
が
同
じ

位
置
に
新
た
に
加
わ
る
こ
と
の
方
が
よ
り
起
き
に
く
い
事
態

・
変
化
で
あ
る
か
ら
、
指
標
と
し
て
ょ
り
適
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

寿
閑
本
で
は
、
易
林
本
の
内
容
自
体
を
別
物
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
小
さ
か
っ
た
と
推
さ
れ
る
が

（佐
藤
二
〇
〇
八
）、
そ
れ
で
も
以

（６
）

下
の
よ
う
な
語
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。

イ
言
辞

¨
一
縮
　
一
紀
　
一
周
忌
　
一
落
索
　
口
乾
坤

¨
陸
地
　
隅
奄
　
楼
慮
　
口
言
語

¨
論
訴
　
漏
失
　
ハ
乾
坤

¨
伴
道
所
　
垣

一
四
三

『節
用
集
』
覚
永
六
年
刊
本
類
の
本
文
系
統



近
　
代
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研
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一
四
四

生
小
屋
　
白
露
　
葉
月
　
壮
　
白
　
百
鬼
夜
行
　
泊
瀬
　
放
生
会
　
ハ
人
倫

上
房
官
　
祝
　
ハ
数
量

¨
人
宗
　
ハ
言
語

一
傍
輩
　
博

労
　
鉢
叩
　
働
　
硲
　
二
数
量

↓
二
十

一
代
集
　
ル
器
財

一
窟
痛
画
　
ル
言
語

¨
被
　
遣
　
セ
人
倫

一
―

（聖
）
代

慶
長

一
六
年
本

・
寛
永
六
年
本
類
で
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
語
が
見
ら
れ
る
が
、
「論
訴

・
漏
失

・
―

（聖
）
代
」
は
寛
永
六
年
本

・
一
二

年
本
に
な
く
、
「泊
瀬
」
は
寛
永
六
年
本
類
に
、
「博
労
」
は
寛
永
年
間
本
に
見
え
な
い
。
な
お
寛
永
年
間
本
で
の

「
―

（聖
）
代
」
の
有

無
は
欠
巻
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
基
本
的
に
は
覚
永
六
年
本

。
一
二
年
本
の
い
ず
れ
か
か
ら
寛
永
年
間
本
が
派
生
し
た

と
想
定
す
る
が
、
「論
訴

・
漏
失
」
の
よ
う
に
前
二
者
に
な
い
語
を
寛
永
年
間
本
が
載
せ
る
例
が
あ
る
の
で
、
よ
り
複
雑
な
関
係
を
考
え

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
が
口
言
語
だ
け
の
こ
と
な
の
か
、
全
体
に
お
よ
ぶ
の
か
は
、
今
後
見
極
め
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

配
列
順
の
異
同
　
最
後
に
配
列
順
か
ら
検
討
す
る
。
ま
ず

ハ
乾
坤
を
採
り
あ
げ
る
。
易
林
本
の
配
列
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

１
白
駒
　
２
白
昼
　
３
白
日
　
４
彗
星
　
５
八
荒
　
６
八
専
　
７
八
朔
　
８
晩
春
　
９
晩
夏
　
Ю
晩
景
　
Ｈ
晩
天
　
１２
瀑
布
　
１３
麦

秋
　
１４
梅
月
　
１５
晩
秋
　
１６
晩
冬
　
１７
初
霜
　
１８
初
雪
　
１９
暴
風
　
２０
斑
霜
　
２‐
春
　
２２
涯
　
２３
百
済
　
２４
坂
東
　
２５
走
井
　
２６
墓

２７
馬
場
　
２８
磐
石
　
２９
橋
　
３０
梁
　
３‐
階
　
３２
固
　
３３
畠
　
３４
浜
　
３５
原
　
３６
法
堂
　
３７
坊
舎
　
３８
坊
跡
　
３９
坊
中
　
４０
破
風
　
４‐

八
風
　
４２
鰭
板
　
４３
欄
額
　
４４
構
構
　
４５
柱
　
４６
樋
　
４７
馬
粧
神
　
４８
拝
殿

こ
れ
に
、
寿
閑
本
で
は
次
の
九
語
を
増
柵
す
る
。
以
下
の
検
討
の
都
合
に
よ
り
易
林
本
か
ら
の
通
し
番
号
を
与
え
て
お
く
。

４９
伴
道
所
　
５０
垣
生
小
屋
　
５‐
白
露
　
骸
葉
月
　
５３
壮
　
５４
由
　
５５
百
鬼
夜
行
　
５６
泊
瀬
　
５７
放
生
会

諸
本
の
配
列
順
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
慶
長

一
六
年
本
は
寿
閑
本
と
、
覚
永

一
二
年
本
は
六
年
本
と
同

一
で
あ

っ
た
。

寿
閑
本
　
　
　
１
～
５
７
６
狙
８
～
１１
崎
～
１８
‐３
‐４
‐９
２０
２３
～
２５
２７
２８
３６
～
４０
４２
～
４４
４７
～
５３
‐２
５４
～
５７
２‐
２２
２６
２９
～
３５
４５
４６

寛
永
六
年
本
　
１
～
５
７
６
４‐
８
～
１１
１５
～
‐８
‐３
‐４
‐９
２０
２３
～
２５
２７
２８
３６
～
４０
４２
～
報
４７
～
５３
‐２
５４
５５
５７
２‐
２２
２６
２９
～
３５
４５
４６

寛
永
年
間
本
　
１
～
５
７
６
４‐
８
～
１１
１５
～
‐８
‐３
‐４
‐９
２‐
２３
～
２５
２７
２８
３６
～
勺
４２
～
坐
４７
～
５０
３２
３３
５‐
～
５４
２６
‐２
５５
５７
２‐
２２
２９
～
３‐

３４

３５

４５

４６

常

ヽ

右
の
諸
本
で
は
、寿
閑
本
で
変
え
ら
れ
た
配
列
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
「
５６
泊
瀬
」
の
削
除
が
寛
永
六
年
本
と
寛
永
年
間
本
と
で
共
通
し
、

後
者
で
は
さ
ら
に
配
列
が
変
わ
る
の
で
、
基
本
的
に
寛
永
年
間
本
は
寛
永
六
年
本

（
一
二
年
本
）
の
改
編
本
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

本
文
後
半
部
の
例
と
し
て
シ
乾
坤
を
と
り
あ
げ
る
。
易
林
本
で
の
配
列
順
は
次
の
よ
う
だ
が
、
「
２９
甚
」
は
頭
字
の
み
を
並
み
字
で
示

す
も
の
で
、
そ
の
字
を
用
い
る
熟
字
は
割
行
表
示
す
る
の
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
う
し
た
語
に
も
通
し
番
号
を
付
し
、
割
行
表
示
で
あ
る
こ

と
を
角
括
弧
で
示
す
。
な
お
、
寛
永
年
間
本
は
イ
～
力
だ
け
の
零
本
な
の
で
シ
部
は
検
討
で
き
な
い
。

１
須
弥
四
州
　
２
浦
湘
八
景
　
３
姿
婆
　
４
磁
石
山
　
５
震
旦
　
６
敷
島
　
７
紫
震
殿
　
８
清
涼
殿
　
９
社
頭
　
１０
精
舎
　
１１
寺
社

・２
昭
堂
　
１３
祠
堂
　
１４
鐘
楼
　
１５
書
院
　
１６
浄
地
　
１７
四
壁
　
１８
蹴
鞠
坪
　
１９
四
至
　
２０
芝
居
　
２‐
所
領
　
２２
私
領
　
２３
社
壇
　
２４

舎
宅
　
２５
城
郭
　
２６
寝
殿
　
２７
深
雪

〔２８
１
山
〕
２９
甚

〔３０
１
風
　
３‐
―
雨
〕
３２
蔀
　
３３
際
　
３４
肥
尺
　
３５
庄
　
３６
小
便
処
　
３７
死

出
山

〔３８
四
手
山
〕
３９
神
楽
　
４０
神
泉
苑
　
狙
白
山
　
４２
新
羅
　
４３
日
域
　
４４
浄
利

〔４５
‐
土
〕
４６
清
水

〔４７
妙
美
水
〕
４８
塩
千

４９
緒
堂
　
５０
新
造
　
５‐
主
殿
　
５２
塩
屋
　
５３
室
間
　
５４
食
堂
　
５５
障
子
　
５６
鹿
垣
　
５７
柴
庵

〔
５８
１
戸
〕
５９
敷
板

〔６０
１
居
〕
６‐
委

文
　
６２
城
　
６３
嶋
　
６４
限
　
６５
璽
　

ヽ

諸
本
の
配
列
順
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
慶
長

一
六
年
本
は
寿
閑
本
と
、寛
永

一
二
年
本
は
寛
永
六
年
本
と
同

一
で
あ
る
。
増
補
は
な
く
、

削
除
も
覚
永
六
年
本
の

「
１２
昭
堂
」
だ
け
で
あ
る
。
「
２９
甚
」
が
な
い
の
は
割
行
表
示
を
解
消
し
た
た
め
の
発
展
的
な
消
滅
で
あ
る
。

寿
閑
本
　
　
　
１
２
４‐
３
～
１５
・８
‐７
・６
‐９
２０
２５
２‐
～
２４
２６
～
２８
３２
３０
３‐
３３
～
３６
６５
３７

〔３８
〕
～
４０
４２
～
４８
５２
４９
～
５‐
５３
～
６４

寛
永
六
年
本
　
１
５
２
４‐
３
４
６
～
１１
噂
～
１５
‐８
Ｗ
・６
‐９
～
２２
２５
２３
２４
２６
～

〔２８
〕
３２
３０
凱
３３
～
３６
６５
３７

〔３８
〕
～
４０
４２
～

〔４５
〕

４７
４６
４８

〔
５２
〕
４５
４９
～
５‐
５３
～

〔
５８
〕
～
６４

ハ
乾
坤
よ
り
若
千
見
づ
ら
い
が
、
そ
れ
で
も

「
１６
浄
地

・
１８
蹴
鞠
坪

。
２５
城
郭

・
３２
蔀

・
４‐
自
山

・
５２
塩
屋

・
６５
茎
」
な
ど
の
移
動
が

共
通
し
て
お
り
、
寛
永
六
年
本
の
本
文
が
寿
閑
本
系
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『節
用
集
』
寛
永
六
年
刊
本
類
の
本
文
系
統

一
四
五



近

代

語

研

究

一
四
六

系
統
の
交
雑

右
の
シ
乾
坤
の
例
で
気
に
な
る
の
は
、
寿
閑
本
で
原
則
廃
さ
れ
た
割
行
表
示
が
寛
永
六
年
本
で
復
活
す
る
こ
と
で
あ
る
。
紙
面
の
効
率

を
考
え
て
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
は
並
み
字
表
示
の

「
４５
浄
土
」
と
割
行
表
示
の

「
―

（浄
）
土
」
が
重
出
す
（化
の
は
不
審
で

あ
る
。
重
出
の
理
由
に
つ
い
て
、
柏
原

（
一
九
七
七
）
は
行
末
な
ど
へ
の
埋
め
草
と
し
て
先
行
さ
せ
た
語
を
元
の
位
置
か
ら
消
去
せ
ず
に

し
ま
う
こ
と
を
挙
げ
る
。　
一
般
論
と
し
て
は
そ
れ
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
重
出
し
た
語
の
表
示
法
に
注
目
し
、
割
行
表
示
を
廃
し

た
寿
閑
本
系
と
割
行
表
示
を
す
る
草
書
本
系
と
い
う
二
種
の
本
文
を
追
い
つ
つ
編
集
し
た
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

（８
）

そ
の
手
が
か
り
に
同
字
符
の
使
用
状
態
を
み
て
お
こ
う
。
を
一一一塁
岬
に
お
け
る
、
頭
字
を

「流
」
字
と
す
る
熟
字
を
例
に
と
る
。

易
林
本
　
　
　
　
　
　
〔言
語
〕

流
通
　
流
布
　
流
浪
　
流
転
　
流
例
　
流
刑
　
流
罪
／

草
書
本
　
　
　
　
　
　
〔言
語
〕

流
布
／
流
通
　
―
浪
　
―
転
　
―
例
　
―
刑
　
―
罪

源
太
郎
本
　
　
　
　
　
〔言
語
〕

流
布
　
流
通
／
流
浪
　
―
転
　
―
例
　
―
刑
／
１
罪

寿
閑
本
　
　
〔言
語
〕
被
／
遭
　
流
通
　
―
布
　
―
浪
　
―
転
　
―
例
　
―
刑
　
―
罪

寛
永
六
年
本

〔言
語
〕
被
／
道
　
流
布
　
流
通
　
流
浪
　
―
転
　
―
例
　
―
刑
　
―
罪
／

寛
永
年
間
本

〔言
語
〕
被
　
遭
／
流
布
　
流
通
　
流
浪
　
―
転
　
―
例
　
―
刑
　
―
罪

易
林
本
の
配
列
は
、草
書
本
で
は

「流
通
」
が
下
げ
ら
れ
、源
太
郎
本
も
こ
れ
を
引
き
つ
い
だ
。
同
字
符
は
、易
林
本
の
み
用
い
な
い
が
、

通
常
二
語
め
以
降
の
熟
字
に
用
い
ら
れ
、
草
書
本

・
源
太
郎
本
の
よ
う
に
改
行
直
後
で
改
め
て
頭
字
を
記
す
こ
と
も
あ
（犯
。
な
お
、
源
太

郎
本
の

「流
通
」
は
同
字
符
を
用
い
な
い
が
、
依
拠
し
た
草
書
本
に
ひ
き
ず
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寿
閑
本
で
は
易
林
本
の
語
順
を
引
き

つ
ぎ
つ
つ

「被

・
遣
」
二
語
を
増
補
す
る
。
寛
永
六
年
本
も
こ
の
二
語
を
引
き
つ
ぐ
が
、
そ
れ
以
下
の
配
列
順
は
引
き
つ
が
ず
、
「流
通

・

流
浪
」
は
行
頭
で
も
な
い
の
に
頭
字
を
記
す
な
ど
寿
閑
本
系
ら
し
く
な
い
。
が
、
こ
れ
は

「
流
布
」
以
下
を
源
太
郎
本
の
ご
と
き
本
文
か

ら
流
用
し
た
と
見
れ
ば
容
易
に
了
解
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
交
雑
を
示
す
例
と
な
ろ
う
。
な
お
、
寛
永
年
間
本
は
、
改
行
以
外
は
寛
永
六

年
と
同

一
で
、
同
字
符
の
使
用
原
則
が
守
ら
れ
な
い
点
ま
で
引
き
っ
い
で
ぉ
り
、
関
係
の
深
さ
を
反
映
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

チ
言
語
に
お
け
る

「長
」
を
頭
字
と
す
る
諸
語
も
み
て
み
る
。
他
種
の
語
の
介
入
や
移
動
が
あ

っ
て
見
づ
ら
い
の
で
、
例
示
に
際
し
て

は
空
白
を
挿
入
し
て
語
の
位
置
を
そ
ろ
え
た
。
も
と
よ
り
原
本
に
そ
う
し
た
長
大
な
空
き
は
な
い
。

長
座
　
　
　
長
短
　
長
遠
　
竹
簡
／
長
命
　
長
時

易
林
本
　
　
　
　
聴
聞
　
聴
衆
　
長
生
楽
／
長
久
　
　
長
途

―
座
　
　
／
長
短
　
―
遠
　
　
　
　
―
命
　
―
時

草
書
本
　
　
　
　
聴
聞
　
―
衆
　
長
生
楽
　
―
久
　
　
―
途

―
庄
　
」遅
／
長
短
　
―
遠
　
　
　
　
―
命
　
―
時
／

源
太
郎
本
　
　
　
聴
聞
　
―
衆
　
長
久
　
／
長
生
楽
　
―
途

―
座
　
　
　
―
知
　
―
遠
　
　
　
　
―
命
　
―
生
楽

寿
閑
本
　
　
　
　
聴
聞
　
―
衆
　
長
時
　
／
長
久
　
　
―
途

―
座
　
　
　
長
短
　
―
遠
　
　
　
／
１
命
　
長
生
楽

寛
永
六
年
本
　
／
聴
聞
　
―
衆
　
―
時
　
　
長
久
　
　
―
途

―
座
　
　
　
長
短
　
―
遠
　
　
　
　
―
命
　
長
生
楽
／

寛
永
年
間
本
　
　
聴
聞
　
―
衆
／
１
時
　
　
長
久
　
　
―
途

寛
永
六
年
本
の
配
列
順
は
寿
閑
本
と
同
じ
だ
が
、
同
字
符
の
用
法
は
異
な
る
。
「長
短
」
で
は
同
字
符
を
用
い
て
ょ
く
、
「長
生
楽
」
は

行
頭
の
「
―
命
」
す
ら
同
字
符
な
の
だ
か
ら
使
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三
語
め
の
「
―
時
」
は

「聴
時
」
の
意
味
に
な
る
が
、本
来
は

「長

時
」
な
の
だ
か
ら
同
字
符
を
使

っ
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
不
可
解
と
し
か
言
え
な
い
混
乱
は
、
源
太
郎
本
の
同
字
符

の
用
法
を
機
械
的
に
当
て
は
め
れ
ば
実
現
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
寿
閑
本
系
の
配
列
順
を
引
き
つ
ぎ
っ
っ
、
表
記
の
み
源
太
郎
本
な
ど

に
依

っ
た
わ
け
で
、
草
書
本
系
と
の
交
雑
の
証
左
と
し
て
ょ
か
ろ
う
。
な
お
、
寛
永
年
間
本
は
こ
こ
で
も
寛
永
六
年
本
を
踏
襲
し
、
不
可

解
な
部
分
も
そ
の
ま
ま
引
き
つ
い
で
ぉ
り
、
関
係
の
深
さ
を
物
語
噂
ダ
し
て
見
出
し
を
割
行
表
示
し
な
い
。
し
か
し
、
寛
永
六
年
本
で
は

別
の
面
か
ら
み
て
み
よ
う
。
寿
閑
本

・
慶
長

一
六
年
本
で
は
原
酬

ヤ
部
以
降
で
積
極
的
に
用
い
て
お
り
、
易
林
本
な
い
し
草
書
本
系
の
本
文
に
に
か
よ
う
。
こ
と
に
右
の
検
討
結
果
か
ら
は
源
太
郎
本
な
ど

一
四
七

『節
用
集
』
寛
永
六
年
刊
本
類
の
本
文
系
統

satopy_2
矢印

satopy_2
タイプライタ
本
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一
四
人

の
横
本
と
の
交
渉
が
疑
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
割
行
表
示
の
あ
り
よ
う
に
注
日
し
、
横
本
と
の
関
係
を
さ
ら
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

源
太
郎
本
で
は
、
「無
」
を
頭
字
と
す
る
熟
字
を
、
割
行
表
示
を
ま
じ
え
て
三
行
に
わ
た

っ
て
記
す
。
横
線
が
改
行
箇
所
で
あ
る
。

無礼
一‐‐斑
‐‐縦
‐‐螂
‐‐狩
‐‐鞠
‐‐嬉
‐‐紗は鄭艦瑚閥歎数
一‐―細聯
‐‐鞭隆

寛
永
六
年
本
は
縦
本
な
の
で

一
行
に
収
め
る
が
、
本
来
な
ら
改
行
前
後
の
語
を

「
―
人
数
―
功
‥
…
―
故
実
―
所
存
―
興
隆
―
案
内
」

と
並
べ
な
お
す
べ
き
を
、
三
行
め
の
諸
語
を
機
械
的
に
二
行
め
の
直
下
に
配
す
る
の
で
あ
（地
。
ち
よ
う
ど
右
の
例
示
の
横
線
を
取
り
去

っ

た
形
に
な
る
。
い
か
に
も
即
物
的
だ
が
、
そ
の
位
置
、
つ
ま
り

「
―
人
数

・
―
所
存
」
間
と

「
―
故
実

・
―
案
内
」
間
に
は
空
白
が
よ
こ

た
わ
る
。
他
の
箇
所
で
は
同
字
符
に
よ
る
語
の
切
れ
目
が
明
瞭
な
の
で
空
白
を
設
け
な
い
か
ら
余
計
に
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
、
透
き
写
し

の
紙
を
動
か
し
た
り
、
版
下
紙
に
切
り
貼
り
す
る
な
ど
し
た
お
り
に
、
位
置
合
わ
せ
が
甘
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

割
注
で
も
同
様
の
例
が
あ
る
。
次
例
で
は
消
し
忘
れ
た

「所
」
字
が
機
械
的
な

一
行
化
の
痕
跡
と
な

っ
た
。

源太
郎本
　王
昭君暇
航獅略政
叡
醸寿
一醐
　　　　　寛永
六年
本
　王
昭君鵬航獅略政
叡
嫁寿所
醐

こ
の
よ
う
な
例
を
見
れ
ば
、
語
の
重
出
を
は
じ
め
書
体
の
不
整

一
。
中
心
線
の
ぶ
れ

・
不
用
意
な
空
白
と
い
っ
た
寛
永
六
年
本
の
不
整

備
の
数
々
も
、
複
製
技
法
の
濫
用
に
よ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
各
事
例
ご
と
の
丁
寧
な
検
証
が
必
須
で
あ
る
が
。

以
上
、
寛
永
六
年
本
は
、
寿
閑
本
系
本
文
を
根
幹
と
し
な
が
ら
も
、
革
書
本
系
横
本
か
ら
の
摂
取
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

・
レ
ベ
ル
で
見

ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
が
、
で
は
、
な
に
ゆ
え
摂
取

・
交
渉
が
必
要
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
推
測
す
る
に
、
寛
永
六
年
本
で
は

一
面
五

行
と
し
た
こ
と
か
ら
、
慶
長

一
六
年
本
の

一
面
四
行
か
ら
縮
約
し
よ
う
と
の
改
編
意
図
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
草
書
本
系
横

本
は
実
に
魅
力
的
で
あ

っ
た
。
割
行
表
示
見
出
し
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
源
太
郎
本
で
は
行
草

一
行
表
示
で

一
面
九
行
を
、
『二
体
節
用
集
』

で
は
真
草
二
行
で

一
面
六
行
化
を
も
呆
た
し
縮
約
に
成
功
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ

一
方
で
は
、
源
太
郎
本
以
下
の
諸
本
は
、
紙
数

削
減
策
と
と
も
に
収
載
語
数
も
草
書
本
比
で
約
三
割
が
削
除
さ
れ
て
も
い
る
こ
と

（高
梨

一
九
九
二
）
に
注
意
を
要
す
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
寛
永
六
年
本
に
お
け
る
改
編
と
は
、
寿
閑
本
系
の
収
載
語
数
を
維
持
し
た
ま
ま
、
紙
数
節
減
を

は
か
る
た
め
に
草
書
本
系
横
本
を
参
照

・
借
用
す
る
こ
と
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
改
編
の
実
際
な
り
細
部
な
り
に
つ
い
て
は

皿
齢
を
き
た
す
部
分
も
あ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
は
そ
の
よ
う
に
認
め
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。

お
わ
り
に

寛
永
六
年
本
の
成
立
に
つ
い
て
右
の
よ
う
な
見
通
し
が
得
ら
れ
た
が
、
今
後
考
察
を
確
か
な
も
の
に
す
る
に
は
、
透
き
写
し

・
切
り
貼

り
な
ど
の
個
々
の
例
に
つ
い
て
は
物
理
的
な
レ
ベ
ル
で
の
検
証
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
際
、
寿
閑
本
系
は
慶
長

一
六
年
本
に
依

っ
て
よ
か

ろ
う
が
、
卓
書
本
系
の
横
本
は
、
本
稿
で
は
仮
に
源
太
郎
本
で
代
表
さ
せ
た
が
、
諸
本
の
な
か
か
ら

一
本
を

（必
然
が
あ
れ
ば
複
数
本
を
）

特
定
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
物
理
的
に
突
き
合
わ
せ
る
と
い
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
有
効
な
の
か
少
々
考
え
あ
ぐ
ね
る
部

分
も
あ
る
。
識
者
の
御
教
示
を
あ
お
ぎ
た
く
思
う
。

寛
永
六
年
本
に
つ
い
て
は
寿
閑
本
系
ら
し
か
ら
ぬ
も
の
と
し
て
、
そ
の
価
値
を
小
さ
く
見
積
も
り
が
ち
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
が
、

慶
長

一
六
年
本
の
縮
約
を
こ
こ
ろ
み
た
点
は
評
価
さ
れ
よ
う
し
、
二
系
統
の
本
文
を
駆
使
し
た
こ
と
は
相
応
に
創
意
に
あ
ふ
れ
た
も
の
と

し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
画
期
的
な
試
み
と
し
て
再
評
価
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
と
て
も
本
稿
だ
け
で
そ
う
し
た
価

値
付
け
に
は
い
た
ら
な
い
。
後
日
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

寿
閑
本
系
本
文
の
さ
ら
な
る
継
承
も
検
討
事
項
で
あ
る
。
た
と
え
ば

『真
草
二
行
節
用
集
』
寛
文
二

（
王
全
全
じ

年
刊
本
な
ど
は
印

度
本
な
ど
か
ら
の
増
補
が
示
唆
さ
れ
る
が

（上
回

・
橋
本
、
菊
田
紀
郎

一
九
七
二
）
、
そ
の
骨
格
と
な

っ
た
近
世
節
用
集
の
本
文
は
、
車
書

本
系
の

「寛
永
十
五
年
本
系
で
は
な
く
、
改
め
て
検
討
が
必
要
」
（柏
原

一
九
七
七
）
と
い
う
。　
一
七
世
紀
後
半
の
増
補
傾
向
を
さ
き
ど
り

一
四
九

『節
用
集
』
寛
永
六
年
刊
本
類
の
本
文
系
統
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五
〇

し
た
本
だ
け
に
、
草
書
本
横
本
以
降
の
諸
本
よ
り
も
、
語
数
の
豊
か
な
寿
閑
本
系
が
か
か
わ
る
可
能
性
も
な
し
と
し
な
い
。

最
後
に
、今
後
の
見
通
し
を
ま
と
め
る
意
味
で
諸
本
の
関
係
を
図
示
し
て
み
る
。
柏
原

公

九
七
七
▼
高
梨

公

九
九
二
）
も
参
照
し
た
が
、

概
略
を
示
す
た
め
に
共
通
想
定
本
も
設
け
な
か

っ
た
。
も
と
よ
り
、
的
確
な
検
証
に
よ
り
正
す
べ
き
は
正
し
、
精
度
を
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。

源
太
郎
本
―
―
―
―

『二
体
節
用
集
」
諸
本

申
串
キ
中
中
本

日
Ｈ
平
Ｗ
ｉ
寛
永
年
間
本

「真
草
二
行
節
用
集
』

（寛
文
二
年
本
）

印
度
本

一
本
ほ

注
（１
）

寛
永
六
年
本
に
は
慶
長

一
六
年
本
同
様
、
上
巻
末
に
イ
ロ
ハ
・
門
名

一
覧
の
陰
刻
が
あ
り
、
両
本
の
関
係
が
か
い
ま
み
ら
れ
る
。
寛
永

一
二
年
本
で
は
巻
頭
の
「部
分
之
名
」
と
イ
ロ
ハ
一
覧
と
し
て
再
生
し
た
と
見
ら
れ
よ
う
か
。
た
だ
し
、
「部
分
之
名
」
は
寛
永
九
年
刊
本
習
一

体
節
用
集
』
な
ど
に
な
ら
つ
た
も
の
か
、
各
門
の
流
明
が
そ
な
わ
る
。

（２
）

和
原

（
一
九
七
し
）
も

「一
．体
肺
用
染
」
の
棋
倣
と
す
る
が
、
覚
永
六
年
本
は
木
見
な
の
で
、
二
巻
本
の
ま
ま
再
版
で
き
た
可
能
性
は

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
地
水
六
午
…
巻
小
の
存
在
が
あ
つ
て
改
め
て

一
巻
構
成
化
に
い
態
と
し
て
の
重
み
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

（３
）

こ
の
和
の
郎
が
消
さ
れ
た
理
山
は
見
や
す
さ
を
求
め
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
ゅ
柑
苺

．
行
の
坊
林
本
や
行
草

一
行
の
革
書

本

・
寿
閑
本
に
な
く
、
真
草
二
行
の
慶
長

一
六
年
本
か
ら
認
め
ら
れ
る
が
、
雄
正

一
六
午
小
は
行
■
部
分
を
井
閑
本
か
ら
透
き
写
し
た

と
見
ら
れ
る
の
で

（佐
藤
二
〇
〇
八
）
、
罫
線
は
、
真
字
分
の
紙
ｌｒｔｉ
を
残
し
な
が
ら
透
き
写
す
際
の
Ｈ
印
に
な
っ
た
か
と
思
う
。
な
ら
ば
、

こ
の
罫
の
有
無
が
透
き
写
し
の
有
無
に
対
応
す
る
の
か
も
し
れ
ず
、
寛
永
年
間
本
で
は
透
き
写
し
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
か
。

（４
）

以
前
、
各
語
が

「訓
読
み
熟
字
な
の
で
前
後
の
要
素
を
別
個
に
検
索
す
れ
ば
事
足
り
る
と
考
え
、
故
意
に
削
除
し
た
も
の
か
」
と
も
考

え
た
が

（佐
藤
二
Ｏ
①
八
）
、
こ
れ
は
正
確
に
は
欠
い
た
ま
ま
で
も
よ
し
と
し
た
理
由
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

（５
）

末
尾
に
補
わ
れ
た
二
七
語
が
複
数
字
語

（多
く
二
字
語
）
な
の
で
、
複
数
字
語
か
ら
単
字
語
へ
と
配
列
さ
れ
る
原
則
に
破
調
を
き
た
す

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
に
編
者
の
質
な
い
し
見
識
が
現
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ま
そ
の
評
価
に
ま
で
は
立
ち
入
ら
な

い
。
寛
永
年
間
本
も
寿
閑
本
系
の
本
文
を
基
調
と
す
る
こ
と
、
そ
れ
を

一
部
修
訂
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
れ
ば
よ
い
。

（６
）

易
林
本
以
外
の
古
本
節
用
集
に
は
採
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
系
統
を
考
え
る
上
で
参
考
に
も
な
る
。
な
お
、
「
八
代
集
」
の
よ
う
に
寿

閑
本
に
な
い
語
が
慶
長

一
六
年
本
で
増
補
さ
れ
る
例
も
あ
る
が
、
い
ま
は
考
慮
し
な
い
。
ち
な
み
に

「
八
代
集
」
の
増
補
は
応
急
的
で
あ

る
ら
し
く
、
「
八
苦
」
の
長
大
な
割
注
の
た
め
、
真
字
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
行
に
な
さ
れ
る
。
こ
の
語
は
元
来
、
易
林
本
に
あ
る
の
を
寿

閑
本
が
採
ら
な
か
っ
た
も
の
な
の
で
、
こ
の
語
の
増
補
は
慶
長

一
六
年
本
段
階
で
易
林
本
・草
書
本
と
の
交
渉
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
基
本
的
な
語
な
の
で
系
統
を
云
々
す
る
指
標
に
は
な
り
に
く
い
面
も
あ
る
。

（７
）

柏
原

（
一
九
七
七
）
に
よ
れ
ば
、
寛
永
六
年
本
は
他
に
も
重
出
が
多
く
、
寛
永
前
期
の
縦
本
で
は
最
多
と
い
う
。

（８
）

以
下
の
挙
例
で
は
、
慶
長

一
六
年
本
は
寿
閑
本
と
、
コ
一体
節
用
集
』
の
元
和
頃
版

】
寛
永
六
年
版
は
源
太
郎
と
同
内
容
で
あ
る
。
易

林
本
は
静
嘉
堂
文
庫
本
、
源
太
郎
本
は
岩
崎
文
庫
本
、
寿
閑
本
は
米
谷
隆
史

・
佐
藤
蔵
本
、
コ
一体
節
用
集
』
の
寛
永
六
年
本
は
亀
田
文

庫
本
、
草
書
本
と

『二
体
節
用
集
』
の
元
和

・
寛
永
頃
版
は
架
蔵
書
に
よ
る
。

（９
）

】）
」
に
示
し
た
範
囲
の
本
文
で
の
原
則
で
あ
り
、
他
の
箇
所
で
は
必
ず
し
も
そ
う
な
っ
て
は
い
な
い
。
他
の
本
も
同
様
で
あ
る
。

（１０
）

柏
原

（
一
九
七
三
）
で
も
ミ
言
辞
に
お
け
る

「見
」
を
頭
字
と
す
る
熟
字
に
よ
り
指
摘
す
る
。
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